



　 In the context of cultural relativism, the concept of minzu in Chinese implies diverse and uncertain 
connotations.  In the post-nation-state era, the dualism between the real and virtual essence of minzu 
has collapsed, requiring scholars to adjust our conceptual systems about cultures, societies and states in 
responding to practical issues.  In reviewing the ethnological and anthropological studies in mainland 
China in the 20th century, we see that the political process of Chinese nation-state building has specified 
the concept of nationality in a solid way, which was further challenged and deconstructed by a variety 
of theories on ethnic-groups in the second half of the 20th century generating a new dualism between 
the ontological and constructionist perspectives.  Based on the theory of Pluralistic Unity of the Chinese 
Nation by Fei Xiaotong, this article proposes to go beyond such dualism so as to explore the internal 
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べても、根本的な変化はなかった。民族政策を実行するため、1950 年 6 月、毛沢東の提
言に基づき、中央人民政府政務院は中央民族訪問団を派遣し、少数民族地域を訪問するこ
































　中国の民族識別業務は三段階に分かれる。第一段階は 1950 年から 1954 年までの民族識
別の端緒の段階で、38 の少数民族を認定し、そのうち 27 は新しく認定されたものである。
第二段階は 1954 年から 1964 年までの民族識別のピーク段階で、15 の少数民族を認定し
た。第三段階は 1965 年から 1978 年までの民族識別業務が干渉を受けた時期であり、1 つ
の少数民族を認定した。第四段階は 1978 年から 1990 年までの民族識別の回復段階であ
り、1 つの少数民族を認定し、また民族成分の回復と改正に関する業務が幅広く行われた。





























































































1990 年の第 4 回人口センサスによると、中国大陸部にはまだ「その他の識別されていな
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　エスニック · グループ（ethnic group）の概念はマックス・ヴェーバーに遡ると一部の学
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　1990 年代末、中国の「国家民族事務委員会」は英文名を従来の「The State Nationality 






















































スニック ･ グループで、1980 年代まではずっと漢族と見なされており、生活習慣は周辺
の漢族と大きな違いはなく、また周辺の漢族グループと長期にわたり通婚関係にある。後
に地方幹部と民間の文化エリートの努力の下で民族成分を変更して瑶族となった後、陽春
排瑶はすぐに自分たちの生活方式を変え、グループの歴史記憶を再構築して、自分たち
と周辺の漢族との区別を明確にした。白馬人と陽春排瑶のケースは中国の民族身分の認識
の多様性を表すもので、また民間社会と国家とが力を合わせて文化システムの多元性を保
障するだけでなく、中華民族が一つの方向へ統一されるよう導かれるものであることを物
語っている。
　民族にしろエスニック ･ グループにしろ、いずれも人類社会に対する人類学の最も根本
的な問題を含んでいる。人類はまず生物的な属性を備えており、血縁によりグループを形
成し、家族を構築して「自らと他者」を区別し、最終的には親族制度を通じて結びつき一
つの共同体を形成する。ここから人類学の社会組織研究が形成される。人類にはまた文
化的属性もあり、言語や習慣、信仰が認識を形成してグループを構築し、エスニック ･ グ
ループに拡大する。ここから人類学の文化的事項研究が始まる。血縁を絆とする共同体は
実体であるが、文化により結成されるエスニック ･ グループは構造という特徴を備えてい
ることから、「実体論」と「構築論」の議論が生じた。しかし人類の歴史が民族国家建設
の段階に入ると、民族の実体と虚像との二元的対立は打ち破られ、人々は文化や社会、国
家を描写する知識体系について再度調整を行い、歴史がもたらす現実の問題に対応しなけ
ればならなくなっている。これこそまさに、人類学を含む現在の全ての人文・社会科学の
最終的な関心事なのである。
